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(57)【要約】
【課題】オートクレーブ処理中の乾燥工程に長時間を要
することがない副送水装置及び同副送水装置に用いる副
送水チューブユニットを得ること。
【解決手段】挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、
送水ポンプを有する送水装置本体とを副送水チューブユ
ニットを介して接続し、上記送水ポンプを介して上記副
送水口に送水する内視鏡の副送水装置において、上記副
送水チューブユニットは、可撓チューブの両端部にそれ
ぞれ、送水装置本体に接続される接続手段と、内視鏡に
接続される接続手段を有し、上記内視鏡側の接続手段は
、可撓チューブに固定されるチューブ側固定部材と、こ
のチューブ側固定部材に対して着脱可能で、内視鏡に接
続される内視鏡側接続部材とを有している内視鏡の副送
水装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、送水ポンプを有する送水装置本体とを副送水
チューブユニットを介して接続し、上記送水ポンプを介して上記副送水口に送水する内視
鏡の副送水装置において、
　上記副送水チューブユニットは、可撓チューブの両端部にそれぞれ、送水装置本体に接
続される接続手段と、内視鏡に接続される接続手段を有し、
　上記内視鏡側の接続手段は、可撓チューブに固定されるチューブ側固定部材と、このチ
ューブ側固定部材に対して着脱可能で、内視鏡に接続される内視鏡側接続部材とを有して
いることを特徴とする内視鏡の副送水装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡の副送水装置において、上記内視鏡側接続部材は互いに直交するＬ
字形通路を有し、該Ｌ字形通路は、上記チューブ側固定部材に接続される直線通路と、内
視鏡に接続される上記直線通路の流路断面積より小さい流路断面積の通路を有している内
視鏡の副送水装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡の副送水装置において、上記チューブ側固定部材と内視鏡
側接続部材とは、紐部材を介して接続されている内視鏡の副送水装置。
【請求項４】
請求項１ないし３のいずれか１項記載の内視鏡の副送水装置において、上記チューブ側固
定部材と内視鏡側接続部材はその一方と他方に、互いに嵌合可能な大径と小径の筒状部と
大径と小径の軸部を有し、大径の筒状部には係脱溝が形成され、この大径の筒状部に嵌合
される大径の軸部にこの係脱溝に係脱する係脱ピンが設けられている内視鏡の副送水装置
。
【請求項５】
　挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、送水ポンプを有する送水装置本体とを接続す
る副送水チューブユニットであって、
　可撓チューブの両端部にそれぞれ、上記送水装置本体に接続される接続手段と、上記内
視鏡に接続される接続手段を有し、
　上記内視鏡側の接続手段は、可撓チューブに固定されるチューブ側固定部材と、このチ
ューブ側固定部材に対して着脱可能で、内視鏡に接続される内視鏡側接続部材とを有して
いることを特徴とする副送水チューブユニット。
【請求項６】
請求項５記載の副送水チューブユニットにおいて、上記内視鏡側接続部材は互いに直交す
るＬ字形通路を有し、該Ｌ字形通路は、上記チューブ側固定部材に接続される直線通路と
、内視鏡に接続される上記直線通路の流路断面積より小さい流路断面積の通路を有してい
る副送水チューブユニット。
【請求項７】
請求項５または６記載の副送水チューブユニットにおいて、上記チューブ側固定部材と内
視鏡側接続部材とは、紐部材を介して接続されている副送水チューブユニット。
【請求項８】
請求項５ないし７のいずれか１項記載の副送水チューブユニットにおいて、上記チューブ
側固定部材と内視鏡側接続部材はその一方と他方に、互いに嵌合可能な大径と小径の筒状
部と大径と小径の軸部を有し、大径の筒状部には係脱溝が形成され、この大径の筒状部に
嵌合される大径の軸部にこの係脱溝に係脱する係脱ピンが設けられている副送水チューブ
ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入管の先端に各種液体を供給する内視鏡の副送水装置、及び同装
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置に用いる副送水チューブユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　胃や腸壁等の患者の体腔内に挿入されて対象部位の観察や撮像を行う内視鏡には、体腔
内に挿入される長尺な挿入管の先端に送水口及び送気口が設けられている。送水口は例え
ば、体液や出血などで対物レンズ表面が汚れて電子内視鏡の観察性能が低下した場合に水
を噴射してレンズ表面の汚れを除去するために用いられ、送気口は、例えば、送気によっ
て患者の管腔を広げて視野を確保し、あるいは対物レンズ表面の水滴を飛ばすことで視界
を回復することに用いられている。
【０００３】
　内視鏡には、このような送気装置と送水装置に加えて、体腔に付着した汚物や内視鏡手
技による出血を洗い流す際に用いられる副送水装置が設けられている。副送水装置は内視
鏡の外部に設けられた副送水源から内視鏡の挿入管の先端の副送水口に水を供給する。す
なわち、副送水源（タンク）は送水ポンプを有する送水装置本体に接続され、送水装置本
体と内視鏡とが副送水チューブユニットを介して接続されている。送水装置本体に備えら
れたスイッチ（一般的にフットスイッチ）をオンすると送水ポンプが作動し、副送水源の
水が副送水チューブユニットを介して内視鏡の副送水口に供給される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１-９２３０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　副送水チューブユニットは、可撓チューブの送水装置本体側の端部に、同送水装置本体
との接続用のルアーテーパー（メスルアー）を固定し、内視鏡側の端部に、同内視鏡との
接続用の硬質（金属製）の先端接続部材を固定しており、使用終了後には、送水装置本体
及び内視鏡から外してオートクレーブ処理（滅菌処理）される。このオートクレーブ処理
では、副送水チューブユニットの全体が液中に浸漬されるため、可撓チューブ、メスルア
ー及び先端接続部材の空隙に液体が入り込む。ところが、先端接続部材の管路径は、内視
鏡側管路径に対応しているため、可撓チューブとメスルアーの管路径に比較して細い。こ
のため、オートクレーブ処理内の乾燥工程において内部から液体が排出されにくく、全体
の処理時間に長時間を要する原因となっていた。特に送水装置本体と内視鏡との設置距離
が大きい（可撓チューブが長い）場合には、この問題が顕著になる。
【０００６】
　本発明は、以上の問題意識に基づき、オートクレーブ処理中の乾燥工程に長時間を要す
ることがない副送水装置及び同副送水装置に用いる副送水チューブユニットを得ることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、内視鏡の副送水装置の態様では、挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、
送水ポンプを有する送水装置本体とを副送水チューブユニットを介して接続し、上記送水
ポンプを介して上記副送水口に送水する内視鏡の副送水装置において、上記副送水チュー
ブユニットは、可撓チューブの両端部にそれぞれ、送水装置本体に接続される接続手段と
、内視鏡に接続される接続手段を有し、上記内視鏡側の接続手段は、可撓チューブに固定
されるチューブ側固定部材と、このチューブ側固定部材に対して着脱可能で、内視鏡に接
続される内視鏡側接続部材とを有していることを特徴としている。
【０００８】
　上記内視鏡側接続部材は互いに直交するＬ字形通路を有し、該Ｌ字形通路は、上記チュ
ーブ側固定部材に接続される直線通路と、内視鏡に接続される上記直線通路の流路断面積
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より小さい流路断面積の通路を有してもよい。
【０００９】
　チューブ側固定部材と内視鏡側接続部材とは、紐部材を介して接続してもよい。
【００１０】
　上記チューブ側固定部材と内視鏡側接続部材はその一方と他方に、互いに嵌合可能な大
径と小径の筒状部と大径と小径の軸部を有し、大径の筒状部には係脱溝が形成され、この
大径の筒状部に嵌合される大径の軸部にこの係脱溝に係脱する係脱ピンを設けてもよい。
【００１１】
　本発明は、副送水チューブユニットの態様では、挿入部先端に副送水口を有する内視鏡
と、送水ポンプを有する送水装置本体とを接続する副送水チューブユニットであって、可
撓チューブの両端部にそれぞれ、上記送水装置本体に接続される接続手段と、上記内視鏡
に接続される接続手段を有し、上記内視鏡側の接続手段は、可撓チューブに固定されるチ
ューブ側固定部材と、このチューブ側固定部材に対して着脱可能で、内視鏡に接続される
内視鏡側接続部材とを有していることを特徴としている。
【００１２】
　上記内視鏡側接続部材は互いに直交するＬ字形通路を有し、該Ｌ字形通路は、上記チュ
ーブ側固定部材に接続される直線通路と、内視鏡に接続される上記直線通路の流路断面積
より小さい流路断面積の通路を有してもよい。
【００１３】
　チューブ側固定部材と内視鏡側接続部材とは、紐部材を介して接続してもよい。
【００１４】
　上記チューブ側固定部材と内視鏡側接続部材はその一方と他方に、互いに嵌合可能な大
径と小径の筒状部と大径と小径の軸部を有し、大径の筒状部には係脱溝が形成され、この
大径の筒状部に嵌合される大径の軸部にこの係脱溝に係脱する係脱ピンを設けてもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、副送水チューブユニットの内視鏡側の接続手段が、可撓チューブに固
定されるチューブ側固定部材と、このチューブ側固定部材に対して着脱可能で、内視鏡に
接続される内視鏡側接続部材とからなり、チューブ側固定部材を内視鏡側接続部材から離
脱させた状態で副送水チューブユニットをオートクレーブ処理できるので、内視鏡側接続
部材とチューブ側固定部材の洗浄、乾燥が容易（短時間で可能）になる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】副送水装置の一般構成を示す概略図である。
【図２】本発明の副送水装置の一実施形態を示すもので、（Ａ）はチューブ側固定部材２
１と内視鏡側接続部材２２の接続状態、（Ｂ）は離脱状態を示す断面図である。
【図３】同じく本発明の副送水装置の一実施形態を示すもので、（Ａ）はチューブ側固定
部材２１と内視鏡側接続部材２２の接続状態、（Ｂ）は離脱状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　内視鏡の副送水装置１００は、図１に示すように、内視鏡２、タンク（副送水源）３、
副送水ポンプ６を有する送水装置本体１、及び送水装置本体１と内視鏡２のコネクタ９を
接続する副送水チューブユニット１０を有している。送水装置本体１にはフットスイッチ
４が接続されていて、施術者がフットスイッチ４を踏み込むと、フットスイッチ４に設け
られているオンオフスイッチ（図示せず）からのオン信号が、送水装置本体１の踏み込み
検知部５ａに送られ、副送水ポンプ制御部５ｂの制御によって副送水ポンプ６が駆動され
、タンク３に貯留されている水（液体）が吸引チューブ７を介して吸い上げられる。吸い
上げられた水は、副送水チューブユニット１０を介して内視鏡２に送られ、内視鏡２のユ
ニバーサルチューブ２ｃ、操作部２ｂ及び挿入部２ａ内に設けられた送水チャンネルを通
り、挿入部２ａの先端２ｄの副送水口から噴出される。
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【００１８】
　副送水チューブユニット１０は、一端部に送水装置本体１側のオスルアー（接続手段）
８との接続手段１１を有し、他端部に内視鏡２のコネクタ９側の接続口（接続手段）９ａ
との接続手段２０を有している。本実施形態は、この副送水チューブユニット１０を対象
にするもので、特に接続手段２０の構造を対象としている。図２及び図３は、その実施形
態を示している。
【００１９】
　副送水チューブユニット１０は、合成樹脂材料からなる軟質な（屈曲可能な）可撓チュ
ーブ１２の一端に接続手段１１を設け、他端に接続手段２０を設けたものである。接続手
段１１は、周知のルアーテーパーのメスルアー１１Ｆからなり、送水装置本体１には、図
２に示すように、このメスルアー１１Ｆを着脱するオスルアー８が設けられている。メス
ルアー１１Ｆは、可撓チューブ１２への挿入筒状部１１ａと、挿入端を規制するフランジ
１１ｂと、オスルアー８への挿入部１１ｃと、ねじの機能を有するねじリブ１１ｄとを有
する周知のものである。オスルアー８は、メスルアー１１Ｆの挿入部１１ｃが挿入される
筒状部８ａと、ねじリブ１１ｄが螺合されるルアーねじ８ｂと、副送水ポンプ６に接続さ
れたチューブへの挿入筒状部８ｃとを有する（図２（Ａ））。接続手段（８、１１）は、
ルアーテーパー以外の接続手段を用いてもよい。
【００２０】
　接続手段２０は、可撓チューブ１２に挿入固定されるチューブ側固定部材２１と、この
チューブ側固定部材２１に着脱される内視鏡側接続部材２２とを有している。チューブ側
固定部材２１は、可撓チューブ１２への挿入筒状部２１ａと、挿入端を規制する筒状ブロ
ック部２１ｂと、大径筒状部２１ｃを順に有している。筒状ブロック部２１ｂには、挿入
筒状部２１ａと同軸の小径挿入孔２１ｄが形成されており、大径筒状部２１ｃの壁面には
、端部が開放されている係脱溝２１ｅが形成されている。係脱溝２１ｅは、軸線と平行な
導入部２１ｅ１と、円周方向のロック溝２１ｅ２とを有してＬ字形をなしている。
【００２１】
　一方、内視鏡側接続部材２２は、チューブ側固定部材２１の小径挿入孔２１ｄに嵌合す
る小径軸部２２ａと、大径筒状部２１ｃに嵌合する大径軸部２２ｂと、頭部ブロック２２
ｃとを順に有している。小径軸部２２ａと大径軸部２２ｂの軸部には、有底通路（直線通
路）２２ｄが穿設されており、小径軸部２２ａの外周にはＯリング２２ｆが装着されてい
る。有底通路２２ｄは、挿入筒状部２１ａと同軸である。大径軸部２２ｂの外面には、チ
ューブ側固定部材２１の係脱溝２１ｅに係合するロックピン２２ｒが突設されている。
【００２２】
　頭部ブロック２２ｃには、有底通路２２ｄと直交して連通する有底ねじ通路２２ｇが穿
設されており、有底ねじ通路２２ｇには、先端部材２３が螺合結合されている。先端部材
２３は、有底ねじ通路２２ｇへの螺合筒状部２３ａと、コネクタ９側の接続口９ａ（図２
（Ａ））に挿入される挿入部２３ｂとを有しており、先端部材２３に形成した軸通路（通
路）２３ｃ（及び有底ねじ通路２２ｇ）と有底通路２２ｄが全体としてＬ字形の通路２４
を形成している。挿入部２３ｂは、その外周にＯリング２３ｄとスナップリング２３ｅが
設けられている。スナップリング２３ｅは、先端部材２３がコネクタ９の接続口９ａに挿
入されたときに、正規位置において接続口９ａの抜け止めリブ９ｂと係合して先端部材２
３が接続口９ａから抜けるのを防止する抜け止め部材として作用する（図２（Ａ））。先
端部材２３は、図３には表れていない。
【００２３】
　チューブ側固定部材２１の挿入筒状部２１ａの内径と、内視鏡側接続部材２２の有底通
路２２ｄの内径は同一径であるのに対し、先端部材２３の軸通路２３ｃは、挿入筒状部２
１ａの内径及び内視鏡側接続部材２２の有底通路２２ｄの内径より小径である。つまり、
軸通路２３ｃは、Ｌ字形通路２４の中で最も小径（最小流路断面積）であり、液中に浸漬
したときに液体が残存しやすい。軸通路２３ｃの流路断面積はＬ字形通路２４中最小であ
り、内視鏡側接続部材２２の有底通路２２ｄの内径（流路断面積）より小さい。
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【００２４】
　チューブ側固定部材２１と内視鏡側接続部材２２は、紐部材（チェーン）２５によって
接続されており、内視鏡側接続部材２２は、チューブ側固定部材２１から外した際にも、
チューブ側固定部材２１から離れてしまうことはない。
【００２５】
　以上の各要素の具体的な寸法例を挙げると次の通りである。
可撓チューブ１２の長さ；１．３ｍ
可撓チューブ１２の外径；７ｍｍφ
可撓チューブ１２の内径；３ｍｍφ
軸通路２３ｃの内径；１．２ｍｍφ
挿入筒状部２１ａの内径、有底通路２２ｄの内径及びメスルアー１１Ｆの挿入筒状部１１
ａの内径；２．５ｍｍφ
紐部材２５の長さ；７０ｍｍ
　勿論、これらの数字は一例を示すもので、本発明の範囲を限定する趣旨ではない。
【００２６】
　以上の副送水チューブユニット１０は、常時は、接続手段２０のチューブ側固定部材２
１と内視鏡側接続部材２２を結合して用いる。結合には、内視鏡側接続部材２２のロック
ピン２２ｒをチューブ側固定部材２１の導入部２１ｅ１に合致させながら、内視鏡側接続
部材２２の小径軸部２２ａと大径軸部２２ｂを、チューブ側固定部材２１の小径挿入孔２
１ｄと大径筒状部２１ｃに嵌める。嵌めた状態でチューブ側固定部材２１と内視鏡側接続
部材２２を相対回転させ、ロックピン２２ｒをロック溝２１ｅ２に移行させると、ロック
が完了する。Ｏリング２２ｆが小径挿入孔２１ｄに密着してチューブ側固定部材２１と内
視鏡側接続部材２２内の流路の液密が保持される。そして、この副送水チューブユニット
１０の内視鏡側接続部材２２に固定されている先端部材２３の挿入部２３ｂをコネクタ９
の接続口９ａに嵌めると、Ｏリング２３ｄと接続口９ａにより液密が保持され、可撓チュ
ーブ１２の接続手段１１を送水装置本体１のオスルアー８に嵌めると、副送水装置として
の使用ができる。すなわち、施術者がフットスイッチ４を踏むと、フットスイッチ４から
のオン信号が、踏み込み検知部５ａに送られ、副送水ポンプ制御部５ｂの制御によって副
送水ポンプ６が駆動され、タンク３に貯留されている水（液体）が吸引チューブ７を介し
て吸い上げられ、吸い上げられた水が、副送水チューブユニット１０を介して内視鏡２に
送られ、内視鏡２のユニバーサルチューブ２ｃ、操作部２ｂ及び挿入部２ａ内に設けられ
た送水チャンネルを通り、挿入部２ａの先端２ｄの副送水口から噴出される。
【００２７】
　一方、副送水装置としての使用が終了した後は、接続手段２０を接続口９ａから外し、
接続手段１１をオスルアー８から外して（図２（Ｂ））、副送水チューブユニット１０を
オートクレーブ処理する。すなわち滅菌液中に浸漬する。このオートクレーブ処理の好ま
しくは前に、チューブ側固定部材２１を内視鏡側接続部材２２に対して相対回転させ、ロ
ックピン２２ｒを係脱溝２１ｅから外して、チューブ側固定部材２１を内視鏡側接続部材
２２から離脱させる。離脱させても、チューブ側固定部材２１は紐部材２５によって内視
鏡側接続部材２２と繋がっているから紛失のおそれがない。
【００２８】
　滅菌液中での滅菌処理が終了したら、副送水チューブユニット１０の全体を滅菌液から
取り出し、乾燥工程に移行する。この乾燥工程では、チューブ側固定部材２１と内視鏡側
接続部材２２が分離しているため、小径の軸通路２３ｃを有する内視鏡側接続部材２２も
容易に乾燥される。乾燥が終了したら、チューブ側固定部材２１を内視鏡側接続部材２２
に結合させる。
【００２９】
　以上の実施形態では、副送水チューブユニット１０を内視鏡２のコネクタ９に接続して
いるが、代わりに内視鏡２の操作部２ｂに副送水チューブユニット１０の接続部を設けて
もよい。また、内視鏡側接続部材２２の通路２４はＬ字形をなしているが、チューブ側固
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【符号の説明】
【００３０】
１　送水装置本体
２　内視鏡
２ａ　挿入部
２ｂ　操作部
２ｃ　ユニバーサルチューブ
２ｄ　先端
３　タンク（副送水源）
４　フットスイッチ
５ａ　踏み込み検知部
５ｂ　副送水ポンプ制御部
６　副送水ポンプ
７　吸引チューブ
８　オスルアー
９　コネクタ
９ａ　接続口
１０　副送水チューブユニット
１１　接続手段（送水装置本体側の接続手段）
１１ａ　挿入筒状部
１１Ｆ　メスルアー
１２　可撓チューブ
２０　接続手段（内視鏡側の接続手段）
２１　チューブ側固定部材
２１ａ　挿入筒状部
２１ｂ　筒状ブロック部
２１ｃ　大径筒状部
２１ｄ　小径挿入孔
２１ｅ　係脱溝
２１ｅ１　導入部
２１ｅ２　ロック溝
２２　内視鏡側接続部材
２２ａ　小径軸部
２２ｂ　大径軸部
２２ｃ　頭部ブロック
２２ｄ　有底通路
２２ｆ　Ｏリング
２２ｇ　有底ねじ通路
２２ｒ　ロックピン（係脱ピン）
２３　先端部材
２３ａ　螺合筒状部
２３ｂ　挿入部
２３ｃ　軸通路
２３ｄ　Ｏリング
２３ｅ　スナップリング
２３ｇ　通路
２４　通路（Ｌ字形通路）
２５　紐部材



(8) JP 2013-169310 A 2013.9.2

【図１】 【図２】

【図３】



专利名称(译) 内窥镜的二次供水装置和辅助供水管单元

公开(公告)号 JP2013169310A 公开(公告)日 2013-09-02

申请号 JP2012034593 申请日 2012-02-21

[标]申请(专利权)人(译) 保谷股份有限公司

申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

当前申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 細越泰嗣

发明人 細越 泰嗣

IPC分类号 A61B1/00

CPC分类号 A61B1/123 A61B1/125

FI分类号 A61B1/00.300.B A61B1/00.332.A A61B1/00.650 A61B1/015.511 A61B1/12.522

F-TERM分类号 4C161/JJ11 4C161/GG11 4C161/AA01 4C161/AA04 4C161/HH04

代理人(译) 三浦邦夫
安藤大辅

外部链接 Espacenet

摘要(译)

摘要：要解决的问题：在高压釜处理过程中不需要长时间进行干燥步骤
的辅助供水装置，以及辅助供水装置中使用的辅助供水管单元。解决方
案：在内窥镜的辅助供水装置中，在插入部分远端具有辅助供水口的内
窥镜和具有供水泵的供水装置主体通过辅助供水管单元连接并供水通过
供水泵到辅助供水口。在内窥镜的辅助供水装置中，辅助供水管单元包
括连接到供水装置主体的连接装置和分别在柔性管的两端连接到内窥镜
的连接装置，以及连接装置。内窥镜侧包括固定到柔性管的管侧固定构
件，以及内窥镜侧连接构件，该内窥镜侧连接构件可附接到管侧固定构
件并且可从管侧固定构件拆卸并连接到内窥镜。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a126b4f6-bc0c-48dd-ad79-9e8661f448cd
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/049263678/publication/JP2013169310A?q=JP2013169310A

